
 

 

議会報告会報告書 

                                 平成２９年５月８日 

 

山陽小野田市議会 

議長 尾山 信義 様 

 

                             Ａ班 

                              代表 矢田松夫 

 

平成２９年３月定例会議会報告会の実施状況について下記のとおり報告いたします。 

 

記 

 

１ 開催日時  

 平成２９年４月 ２０日（木）  １９：００～２０：３５ 

 

２ 開催場所  

            埴生公民館      

  

３ 参加人数（市民） 

          ６      人  

 

４ 担当班議員名 

      （ 矢田松夫 ）（ 大井淳一朗 ）（ 山田伸幸 ） 

（ 小野 泰 ）（ 河野朋子 ）（ 杉本保喜 ） 

 

５ 報告会次第 

 （１） 市議会代表挨拶 

 （２） ３月議会の報告 

① 総務文教常任委員会     （ 大井淳一朗 ）  〔司会〕（ 河野朋子 ） 

② 民生福祉常任委員会     （ 矢田松夫 ）   〔記録〕（ 河野朋子 ） 

③ 産業建設常任委員会     （ 杉本保喜 ）  〔受付〕（ 河野朋子 ） 

④ 理科大学特別委員会      （ 山田伸幸 ） 

⑤ 一般会計予算決算常任委員会 （ 小野 泰 ） 

（３） 質疑応答 



 

 

 

６ 主な質問・意見・提言 

＜総務文教常任委員会＞ 

① オート会計で市への収入はどれくらいか。 

［回 答］ 

      市への保証額は年間６０００万円である。 

② オートができた当時は駐車場がいっぱいであったが、現在は十分活用されてい

ないと思うが、どうか。 

［回 答］ 

  駐車場については以前から委員会としても、対策が必要ではないかと指摘して

いる。市としては本場の活性化をさらに進めたいという考えである。 

③ 市と委託業者の契約について、附帯事項はないのか。 

［回 答］ 

  附帯事項について、委員会では報告を受けていないが、改めて確認したい。 

 

 ＜民生福祉常任委員会＞ 

① 埴生から市民病院までの直通バスがないので、不便である。埴生地区には病院

がないので不安である。 

［回 答］ 

      無医地区については、公民館などに医師の巡回ができるように委員会として

も働きかけたい。 

② 病院の損益分岐点はいくらか。 

［回 答］ 

  委員会の中ではそのことについて議論していない。 

③ 病院を指定管理にすることについて、計画はあるのか。 

［回 答］ 

現在、そのような構想は出ていない。 

 

＜産業建設常任委員会＞ 

    質問なし 

 

＜理科大学特別委員会＞ 

① 建築について、随意契約をしたことは納得いかないがどうか。 

［回 答］ 

      本来入札をすべきだが、開校に間に合わないということもあって、随意契約

となった。議会内でも反対があったが、結果賛成多数となった。 



 

 

② 別の業者で再入札すべきではなかったか。 

［回 答］ 

      市長の方針で市内業者に限るということだったため、市内にＡランクの業者

数がなかった。 

③ 「時間がない」「市長の方針」など言われるが議会としてもっと毅然とすべき

ではないか。 

［回 答］ 

      議会としても開校に間に合わなければいけないということは理解している。

市長の提案に対して、議会内で賛成反対があって結果は可決となった。 

 

＜一般会計予算決算常任委員会＞ 

① 給食センターの建設については決定したのか。 

［回 答］ 

      いろいろ議論があったが、建設については決定して現在建築中である。 

 

＜その他＞ 

① 理科大薬学部の授業料、学生一人当たりの補助金、教員の報酬、教員の住居に 

  ついてどうか。      

［回 答］ 

  授業料についてはわからない。学生一人当たりの交付金は１６４万７０００円 

  である。報酬は国立大学並みで、住居については宇部市、本市の割合について

は現時点ではわからない。 

② 教員は全員が一度に着任するのか。 

［回 答］ 

  今年４月から順次着任すると聞いている。 

③ 青年の家は今後どうなるのか。 

［回 答］ 

  現在決まっているのは入場門ゲートの解体のみでそれ以外は未定である。 

④ 理科大薬学部建設に合併特例債がどれだけ充てられたのか。 

［回 答］ 

  合併特例債充当は１６億３０００万円である。 

⑤ 人口減少に対して議会としてどのような対策を考えているのか。 

［回 答］ 

     市としては子育て世帯の応援など若い世代を呼び込む施策をしているが、特効

薬とはなっていない。行政と議会が協力して取り組まなければいけない。 

 


